
震度分布

〇平成２８年４月１４日、２１時２６分に熊本県益城町で最大震度７を観測する地震
が発生し、熊本県は災害対策本部を設置した。

〇さらに４月１６日１時２５分には、益城町、西原村で最大震度７を観測する地震
が発生した。

〇一連の地震活動の中で、震度７を２回観測したのは観測史上、初めて。

前震

本震

地震発生：４月１４日 ２１時２６分
震央の位置：熊本県熊本地方
北緯 ３２度４４．５分
東緯 １３０度４８．５分
深さ １１ｋｍ
地震の規模 Ｍ６．５

地震発生：４月１６日 ０１時２５分
震央の位置：熊本県熊本地方
北緯 ３２度４５．２分
東緯 １３０度４５．７分
深さ １２ｋｍ
地震の規模 Ｍ７．３

前震 本震

１

前震

本震

マグニ
チュード

震度 場所 活　　動 型

４月１４日 21時26分 6.5 最大震度７ 益城町 日奈久断層帯の高野－白旗間の活動
横ずれ
断層型

４月１６日 1時25分 7.3 最大震度７
益城町
西原村

布田川断層帯の布田川区間の活動
横ずれ
断層型

日時

本震

前震

震源（熊本地方）付近の状況

２ ３

●震度７の地震が立て
続けに２回発生
（観測史上初）

●一連の地震で

震度６弱以上の地震
が７回発生
（観測史上初）

●余震の発生回数は、
５月２０日現在で１５００
回以上

発災から１５日間での余震の回数

熊本地震 １，０２８回
阪神・淡路大震災 ２３０回
新潟県中越地震 ６８０回

震度1 震度2 震度3 震度4 震度5弱 震度5強 震度6弱 震度6強 震度7 回数 累計
4月14日 12 10 6 9 1 1 1 40 40
4月15日 30 51 19 10 1 1 112 152
4月16日 20 70 67 36 4 1 2 1 1 202 354
4月17日 29 70 28 11 138 492
4月18日 19 33 22 4 1 79 571
4月19日 24 33 20 2 1 1 81 652
4月20日 18 40 15 1 74 726
4月21日 9 26 11 2 48 774
4月22日 12 24 4 1 41 815
4月23日 14 13 1 28 843
4月24日 15 8 7 30 873
4月25日 9 14 1 24 897
4月26日 19 6 5 30 927
4月27日 34 11 4 49 976
4月28日 34 13 2 3 52 1,028
4月29日 15 10 7 1 33 1,061
4月30日 19 11 2 32 1,093
5月1日 24 9 3 36 1,129
5月2日 22 10 1 33 1,162
5月3日 18 5 2 25 1,187
5月4日 13 10 3 3 29 1,216
5月5日 23 10 3 3 39 1,255
5月6日 14 7 4 25 1,280
5月7日 13 6 2 21 1,301
5月8日 23 8 1 32 1,333
5月9日 20 3 3 26 1,359

5月10日 6 6 3 15 1,374
5月11日 12 3 1 16 1,390
5月12日 9 5 1 1 16 1,406
5月13日 12 4 1 1 18 1,424
5月14日 15 4 3 22 1,446
5月15日 12 1 2 15 1,461
5月16日 10 2 12 1,473
5月17日 6 3 1 10 1,483
5月18日 8 4 1 13 1,496
5月19日 5 5 10 1,506
5月20日 4 3 1 13 1,519

震度１以上を
観測した回数

最大震度別回数
日付

震度別地震回数



（１）人的被害

（２）住家被害

＜死者の内訳＞

①警察が検視により確認している死者数 49人

②震災後における災害による負傷の悪化又は身体的負担

による疾病により死亡したと思われる死者数 20人※

（以後、「災害関連死」と標記）
※ 正式には市町村等に設置される審査会を経て決定

（注）熊本市ほか一部市町村では、罹災証
明申請件数ベースで計上されているため、
複数の世帯が入居するマンションなどが重
複して計上されている可能性があります。

２４市町村
避難所数 ２１７カ所
避難者数 ９，８３８人

（３）避難所及び避難者数

３８市町村
避難所数 ８５５カ所
避難者数１８３,８８２人

住家被害は、約８万８千棟

【参 考】最大時（H28.4.17時点）

人的被害は、計１，７４６人

避難所への避難者は、９千人超

人数

死　者 ６９人
行方不明者 １人

重傷者 ３５９人
軽傷者 １，２５９人

分類未確定 ５８人
計 １，７４６人

被害棟数

全      壊  ７，６３３棟

半      壊  １６，２７８棟

一部損壊 ６４，５４９棟

計 ８８，４６０棟

被害の概要

４

熊本地震の規模

○ 震度６弱以上の地震が７回、うち震度７は２８時間内に２回発生（観測史上初）

○ 震度６弱以上の大地震に見舞われた県民は本県人口の８３％に及び、少な
くとも県民の１０％以上が避難（阪神･淡路大震災の約２倍）

○ 危険と判定された建物は１万４千棟超（阪神･淡路大震災の２倍以上）

地震・被害の規模

震度6弱以上
余震

発災から15日
間

被災市町村人口
（震度６弱以上）

最大避難者数
※１

被災建築物

応急危険度判
定

※２

熊本地震 7回
うち震度７が２回

1,028回 約148万人
（県人口の約83％）

約18.4万人
（県人口の10.3％）

14,722棟

阪神・淡路大震
災

１回 ２３０回
約232万人
（同42％）

約31.7万人
（同5.7％）

6,476棟

新潟県中越地震 ５回 ６８０回
約38万人
（同16％）

約10.3万人
（同4.2％）

5,243棟

熊本地震の規模、県全体に与える影響は、既に阪神･淡路大震災級

５

公共土木施設被災状況

矢形川（益城町）堤防亀裂
国道４４３号（益城町） 路面陥没

三王谷（南阿蘇村） 土石流

６

(箇所数） （被害額） (箇所数） （被害額） (箇所数） （被害額）
合　計 ５４２ 箇所 ４８０ 億円 ２，９０１ 箇所 １，２３０ 億円 ３，４４３ 箇所 １，７１０ 億円

河　　　川 １８５ 箇所 ９９ 億円 ２７９ 箇所 ３７ 億円 ４６４ 箇所 １３６億円
海岸（港湾分） ３ 箇所 ３ 億円 ― 　　　 　―　　 　　　 ３ 箇所 ３ 億円
砂　　　防 ４５ 箇所 １２ 億円 ― 　　　 　―　　 　　　 ４５ 箇所 １２ 億円
急傾斜地 ３ 箇所 １ 億円 １ 箇所 ０．４ 億円 ４ 箇所 １．４ 億円
道　　　路 ２７０ 箇所 １５８ 億円 ２，１１８ 箇所 １９７ 億円 ２，３８８ 箇所 ３５５ 億円
橋　　　梁 ２６ 箇所 １７５ 億円 ３５１ 箇所 ３２３ 億円 ３７７ 箇所 ４９８ 億円
港　　　湾 ６ 箇所 １０ 億円 ― 　　　 　―　　 　　　 ６ 箇所 １０ 億円
下 水 道 １ 箇所 １２ 億円 ２６ 箇所 ３１９ 億円 ２７ 箇所 ３３１ 億円
公　　　園 ３ 箇所 ９ 億円 １２６ 箇所 ３５３ 億円 １２９ 箇所 ３６２ 億円
※「国土交通省所管公共土木施設被害報告概要」（平成２８年４月２８日現在）より、熊本県及び市町村分を抜粋し集計（国土交通省ＨＰより）

（県管理分） （市町村管理分） （合計） 俵山ルートと併せ九州の横軸となる阿蘇・大分方面の主要ルートが
完全に寸断 阿蘇地域が孤立状態に

阿蘇立野地区被災状況

７



南阿蘇村道栃の木～立野線

阿蘇立野地区被災状況

８

県道熊本高森線（西原村） 路面陥没
俵山トンネル（西原村） 覆工コンクリート剥落

俵山トンネル

県道熊本高森線（俵山ルート）の被災状況

俵山大橋（県道熊本高森線） （西原村） 段差

９

県道熊本高森線（西原村） 桑鶴大橋

矢形川（益城町）堤防亀裂
木山川（益城町）堤防亀裂

大鞘川（八代市）石積護岸 崩落秋津川（益城町）護岸崩落

公共土木施設被災状況（河川）

１０

立野川（南阿蘇村） 土石流

三王谷（南阿蘇村）土石流

公共土木施設被災状況（砂防）

高野台（南阿蘇村） 山腹崩壊

１１

火の鳥温泉（南阿蘇村） 山腹崩壊



国道４４３号（益城寺迫） 路面陥没

国道４４５号（御船町） 斜面崩壊

公共土木施設被災状況（道路）

阿蘇大橋 土砂崩壊による流出

阿蘇市道（阿蘇市） 路面隆起

１２

内牧停車場線（阿蘇市狩尾）

桑鶴大橋（県道熊本高森線） （西原村） 段差横江大橋（県道八代不知火線） （八代市） 橋台の沈下

俵山大橋（県道熊本高森線） （西原村） 段差

公共土木施設被災状況（橋梁）

１３

九州自動車道上の落橋

熊本港（熊本市） 液状化

熊本港（熊本市） 液状化

熊本港（熊本市）人道橋 段差

熊本港（熊本市） 段差

公共土木施設被災状況（港湾）

１４

公共土木施設被災状況（下水道）

１５

阿蘇市管渠被災状況

益城町管渠被災状況 嘉島町管渠被災状況

阿蘇市浄化センター漏水状況



益城総合運動公園（益城町） 施設破損

宇土市 武道場 天井落下 水前寺江津湖公園（熊本市） 防護柵破損

辻ヶ峰公園（益城町）記念碑・慰霊碑 倒壊

公共土木施設被災状況（公園）

１６

九州新幹線の脱線

熊本城の被災

重要文化財 阿蘇神社の被災

その他の被災状況

南阿蘇鉄道の被災

１７

倒壊の恐れがあり使用できない
宇土市役所

天井が崩れ落下した教室 壁が崩れた校舎の廊下

外来診療を中止した
熊本市民病院

公共施設の被災状況

１８

市街地の被災状況

１９

益城町被災状況 益城町被災状況

熊本市健軍町被災状況益城町被災状況



液状化の状況

２０

熊本市近見地区被災状況

熊本市近見地区被災状況 熊本市近見地区被災状況

熊本市近見地区被災状況

農地の被災状況

２１

農地の被災状況

農地の被災状況

農地の被災状況

農地の被災状況

熊本城の被災状況

２２

復旧・復興に向けて

２３

１．被災者の痛みの最小化

◎復旧・復興の３原則

２．創造的復興

３．熊本の更なる発展につなげる


